
 

 
 

【１．「不読率」について】 

「不読率」＝１か月の間に本を１冊も本を読まない割合  ※数値が低いほど、本を読む児童生徒が多い 

 
Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 

小学校 中学校 高校 小学校 中学校 高校 小学校 中学校 高校 小学校 中学校 高校 

大分平均 6.5％ 15.9％ 44.6％ 6.1％ 17.4％ 35.0％ 7.4％ 16.2％ .35.3％ 6.6％ 18.4％ 34.3％ 

全国平均 5.6％ 15.0％ 50.4％ 8.1％ 15.3％ 55.8％ 6.8％ 12.5％ 55.3％    

 
 

【２．「不読率」が減少しない理由の分析・対策】 

（１）中学生が本を読まない理由として「何を読んだらいいか分からない」と回答する割合が最も高い（社会教育課調査） 

（２）小学５年生の保護者の 28.7％が、幼少期に読みきかせを積極的に行っていない（「大分県子どもの生活実態調査」） 

（３）小学５年生の保護者の 36％が、子どもに積極的に読書を薦めていない（「大分県子どもの生活実態調査」） 

 

 

 

 

 

 

【３．読書だいすき大分っ子育成事業について】     ★＝Ｒ３からの新規事業 

１．おうち読書スタートアップ事業 ★  

・・・主に乳幼児と保護者へ本の情報と、本を楽しむ機会を提供し、家庭全体で子どもの読書への関心を高める 

（１） 「おおいた子どもの本のページ」 の開設・・・年齢別の推薦図書・読みきかせに関する動画・図書館イベント等を掲載 

（２）「本との出会いひろば」 の開催・・・商業施設等で、家族で絵本や読みきかせを楽しむイベントを開催 

  

 

 

２．子ども司書育成事業   

・・・子どもが主体となった読書活動を活性化させるため子どもの読書リーダーの育成のための講座の実施、育成後の活用 

   〈講座内容〉図書館の仕事体験、読みきかせの手法・本の紹介の手法の学習（R3：７市町村より 74 名参加／368 名認定済） 

 

３．中・高生ビブリオバトル大会  ※R3 11/21(土) オンラインで開催予定 

・・・中高生が自分のおすすめする本をプレゼンする大会を実施（R2 参加 ： 中学生 19 名、高校生 26 名参加） 

 

４．小・中学生 ほんラブ事業（小・中学生読書活動活性化事業）  ※Ｈ30～中学校を対象に実施、Ｒ３より小学校も対象に★ 

 

（１）読書日記の配布（希望小学校対象）・・・小学校低・中・高学年別に推薦図書リストを掲載した「読書日記」を作成、配布 

（２）おすすめ図書セットの貸出・アドバイザー派遣（モデル校 8 校対象） 

   ・・・１校あたり３００冊のおすすめ図書を貸出するとともに、館内レイアウトの改善やイベント等についてアドバイス 

 

  

 

読書活動の推進について～子どもの主体的な読書活動を推進し、豊かな心を育成する～ 
                                          【社会教育課】 

※参考数値：大分県「学力定着状況調査」（義務教育課実施・悉皆調査）    全国「学校読書調査」（全国学校図書館協議会実施・抽出調査/Ｒ２調査なし） 

【実施状況】 中津会場（8/7 イオンモール三光） 146 名参加  ／  日出会場（10/5 日出町保健福祉センター） 62 名参加、 

         大分会場（10/31 パークプレイス大分（予定）   ／  日田会場：11 月下旬以降実施予定 

【事業成果】 中学校の前期モデル校３校で不読率が改善  

           由布市立挾間小学校 3.0％→2.5％ ／ 佐伯市立昭和中学校 5.6％→3.9％ ／ 国東市立国見中学校 17.6％→13.6％ 

（１）幼少期の子どもの保護者へのはたらきかけが不足 

（２）児童生徒の周囲に、児童生徒が関心を持つような図書の情報等が不足 

 

分
析 

（１）就学前の子どもの保護者に向けた情報発信やはたらきかけによる、幼少期からの家庭読書の啓発 

  ＝将来の不読率の改善を図る 

（２）児童生徒に向けた読書のきっかけづくり＝現時点の不読率の改善を図る 

 
 

対 

策 

 ※R3 モデル校（前期) 豊後高田市立桂陽小、由布市立挾間小、国東市立国見中、佐伯市立昭和中 

           （後期） 竹田市立豊岡小、玖珠町立塚脇小、竹田市立久住中、玖珠町立くす星翔中 
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